
地域福祉推進の取組みの体系図

基本目標 施策の方向性

誰もが地域に
参加できる共生の
まちづくりを進めます

安心して生活できる
地域を支えます

地域共生社会の実現に
向け意思決定支援を
基本とし、地域に暮らす
区民が「自分らしく暮らし
互いに支えあう」地域
づくりを進めます

つながりを感じる
ことができる
地域をめざします

1

2

3

孤立を生まない地域づくりの推進

地域とのつながりと安心が得られる
居場所づくりの推進

誰もが優しくなれる社会の醸成

施策①

施策②

施策③

多様な主体の参加の推進

助け合いの一歩となるきっかけづくり

連携・協働の支えあいの
ネットワークづくりの推進

施策④

施策⑤

施策⑥

分野横断で包括的に受け止める
体制の強化

安心できる福祉サービスの
提供体制の強化

災害時に備えた地域づくりの推進

施策⑦

施策⑧

施策⑨

成年後見制度等
利用促進基本計画

権利擁護支援（成年後見制度等）の
正しい理解と周知啓発

本人主体の意思決定支援の浸透

権利擁護支援を担う人材の確保

地域連携ネットワークの強化

権利擁護支援の支援策の充実

施策①

施策②

施策③

施策④

施策⑤
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この計画は、「ともに支えあい　地域力ではぐくむ　安心して暮らせるまち」を基本理念とし、
地域のみなさんとともに大田区の「地域福祉」の取組みを進める計画です。
なお、地域住民等が主体となる活動をまとめた大田区社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」と一体的に

進めていきます。

大田区において、区民のみなさんが地域社会の一員として、安心して、その人らしく、充実した生活を送れ
るようにするための考え方・方向性等を示すものです。

大田区では、区民のみなさんとともに、さまざまな地域の生活課題の解決に取り組み、誰一人取り残さな
い、多様性と包摂性のある大田区らしい地域共生社会の実現をめざしていきます。

地域福祉計画ってなに？ 区民のみなさんの現状から、大切にしたい３つのポイント

区と地域のみなさん、それぞれの役割

地域団体

区　　　民

行　　　政

民間企業

福祉・医療の事業所、専門職社会福祉協議会

日頃から地域とのつながりを大切に、地域への
関心を高めます。自分にできることから、地域福
祉活動に参加します。

個別課題を解決する専門機関による直接支援、
地域課題の解決に向けた仕組みづくりや地域
活動に参加しやすい環境の整備を進めます。

地域の団体それぞれの特色を
活かした活動を行います。

住民どうしがつながる機会や
地域活動への参加等をコーディ
ネートします。

企業のCSRの取組みを推進し、
強みやノウハウを活かした地域へ
の貢献活動を行います。

専門知識や経験を活かし、個別
課題を抱える方の直接支援や
地域課題の解決に取り組む地域
住民・団体を支援します。
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それぞれに
役割があるぴょん

・どこに相談しても支援につながる相談体制（包括的相談支援体制）
・多機関連携によるチーム支援
・包括的な視点を持った福祉人材の育成・確保

人と人がつながる、孤立を生まない・多様性を認め合う地域づくりが大切

たまに
感じる
21.4%

常に感じる
4.1%

どちらとも
言えない
10.3%38.3%

あまり
感じない

25.1%
全く感じない

0.9%
無回答

普段、どの程度
社会からの孤立を
感じますか？

資料：大田区地域福祉計画実態調査 報告書（令和5年3月）

さまざまな人が地域の活動等に主体的に関わり、その人に合った役割を発揮できることが重要

資料：大田区
　　 地域福祉計画実態調査
       報告書（令和5年3月）

地域活動や
ボランティア
活動への
参加意向

16.1%

どのような
特徴があっても
参加したいと
思わない

82.0%

特徴次第では
参加したい

特徴次第では
参加したい人の特徴詳細
単発・短時間で参加できるもの
自宅の近くで参加できるもの
一人でも参加できるもの

48.2％
36.6％
28.5％

無回答
1.9%

介護

障がい 孤立 住まい

子育て ひきこもり 貧困

分野横断の包括的な支援体制を強化します！ポイント 3

地域の多様な主体の参加を推進します！ポイント 2

孤立を生まない・多様性を認め合う地域づくりを進めます！ポイント 1

区民のみなさんの現状
●区民のみなさんの生活課題の状況
　▶生活の課題が、多様化、複合化しています

●相談に関する区民のみなさんのニーズ
　▶区に対し、どの世代からの相談等にも
　　応じる体制を整えてほしい

区民のみなさんの現状
●地域活動への参加状況、参加意向
　▶きっかけや条件が整うと地域活動に参加しやすい

●地域活動への参加のきっかけ
　▶身近な人から誘われたりすると参加しやすい

●地域で活動する団体等の状況
　▶企業等の多様な主体の地域活動における
　　連携が広がっています

区民のみなさんの現状
●区民のみなさんの孤立感の状況
　▶区民のみなさんの中には、
　　「孤立」を感じている方がいらっしゃいます

●世帯の状況・コミュニティの変化
　▶単身でお住まいの方が増加しています

●地域のつながり、近所づきあい
　▶近所づきあいはより親しい関係を望む方が多くなっています

2 3
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※このイメージイラストは、区民のみなさんとの意見交換会の話を元に制作しています。地域には、さまざまな方が、関わり合って、暮らしています。
これらの一つひとつの関わり合いが、面となって、ともに支えあう地域をつくる、
こんな豊かなあたたかいまちこそが、大田区らしい地域共生社会となると考え、
そのイメージをイラストで表しています。
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多様な主体が話し合う場（プラットフォーム）づくり

基本目標 ① つながりを感じることができる地域をめざします 基本目標 ③ 安心して生活できる地域を支えます

地域とのつながりと
安心が得られる
居場所づくりに取組みます

分野横断で
包括的に受け止める
体制の強化をします

基本目標 ② 誰もが地域に参加できる共生のまちづくりを進めます

地域課題共有・
解決のための地域の
プラットフォームを推進します

地域の中に自分に合った居場所があり、何か困っ

た時に気軽に話せる仲間がいることで、孤立を生

まない地域となります。

地域のさまざまな方が、自分たちの強みを活かし、

できる範囲の中で地域の活動に参加し、やりがい

を持って楽しみながら、つながれる場が大切です。

例えば、子育てや家族の介護で困ったときに、必要な

サービスがきちんと届き、さまざまな方のあたたかな

見守りがあることで、安心した暮らしにつながります。

地域のみなさんと、こんなことに取り組んでいきます

地域の居場所づくり
気軽に立ち寄れる ・地域における

　人とのつながりが生まれる
・さまざまな人と触れあうことで、
　心の安心につながる

地域での助け合える
関係に発展、地域の
支援力を高める居場所

分野横断による多機関連携のチーム支援を強化します

多機関連携の調整機能

強化 ❷

みんなで
話し合うことで、
支えあいのネット
ワークが広がる

地域に必要なこと
・見守り
・防災
・イベント
・居場所　など

思いを持った方がたくさんいる
・地域のために何かしたい
・他団体の取組を知りたい
・楽しくつながりたい
・企業として貢献したい　など

どこに相談しても支援に繋がる相談体制を強化します

さまざまな課題を抱える区民

区の各相談窓口 オンライン相談 訪問型の相談支援身近な人や場を
通じた相談

特別出張所の
よろず相談

区民のみなさんの困りごとを地域のみなさんとともに、さまざまなカタチで受け止めていきます！

強化 ❶

地域の身近な相談機能 区の各相談窓口での相談の受け止め
訪問型の相談機能

相
　談

連
　携

推
　進

【多機関連携によるチーム支援のイメージ】
▶困りごとを抱えた区民を様々な関係機関がチームで支援

効 果

効 果

地域福祉課

チーム支援の
体制づくり支援

課題の
聞きとり支援

重層的支援
会議の開催

多機関連携
プラン作成

DV
多言語

介　護

貧　困

孤独・孤立

ひきこもり障がい

健　康

子育て

住まい

学　習

チーム支援チーム支援
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地域福祉推進の取組みの体系図

基本目標 施策の方向性

誰もが地域に
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基本とし、地域に暮らす
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地域をめざします
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施策⑦

施策⑧

施策⑨

成年後見制度等
利用促進基本計画

権利擁護支援（成年後見制度等）の
正しい理解と周知啓発

本人主体の意思決定支援の浸透

権利擁護支援を担う人材の確保

地域連携ネットワークの強化

権利擁護支援の支援策の充実

施策①

施策②

施策③

施策④

施策⑤
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